
原田 紀宏 先生

順天堂大学医学部 内科学教室 呼吸器内科学講座 准教授

講演

2026年9月作成
MED-JP-BE-00385

坂上 拓郎 先生

熊本大学大学院生命科学研究部 呼吸器内科学講座 教授

座長

インスメッドメディカルWebinar

2026年10月27日(火) 19：00 〜 20：00

インスメッド合同会社
〒100-0014
東京都千代田区永田町2丁目10番3号東急キャピトルタワー13階
http://insmed.jp
Insmed logo and インスメッド🄬 are registered trademarks of Insmed
Incorporated.©2026 Insmed GK. All Rights Reserved.

『古くて新しい気管支拡張症：
病態メカニズムから併存する喘息の包括的管理まで』

気管支拡張症と喘息



CareNet.comからのご視聴方法

https://www.carenet.com/insmed_261027にアクセスしてくださいURL

satoru.aizawa@insmed.com

CareNet.com会員以外の医師、医師以外の医療従事者の方のご視聴方法

気管支拡張症は、気管支の不可逆的な拡張を特徴とする慢性呼吸器疾患であ
り、近年の画像診断の普及等に伴い、有病率の上昇と社会的負担の増加が報
告されている。本症の病態は、気道クリアランスの低下、持続感染、炎症、
そして構造破壊が相互に複雑に作用し合う「負の渦（Vicious Vortex）」モデ
ルとして理解されている。しかし日常診療では、湿性咳嗽や増悪を繰り返す
難治性喘息等の陰に潜み見落とされることも少なくないため、適切な臨床診
断とCT評価が重要である。特に重症喘息における本症の併存率は24〜47％に
達し、両疾患の併存は頻回増悪や高頻度な経口ステロイド依存など深刻な疾
病負担をもたらす。喘息は好酸球を中心とした2型炎症が主体である一方、気
管支拡張症は好中球性炎症が主体であり、これらの併存は、2型炎症と非2型
炎症とが混在する特徴的な気道炎症（混合炎症）を呈する。本講演では、こ
の炎症がもたらす疾病負担に触れつつ、気管支拡張症に対する気道クリアラ
ンス、薬物療法などの包括的な管理アプローチについて、日常診療の向上に
役立つ実用的な知見を提供したい。

インスメッドメディカルWebinar

【当日の視聴に関するテクニカルサポート】
ブイキューブサポート窓口
TEL:03-6364-6479 受付時間：講演当日 9:00～21:00
※CareNet.comからのご視聴に関するお問い合わせは、上記「ケアネットカスタマーセンター」よりお問い合わせください。

1 視聴URLにアクセスい
ただきます。

2 時間になりましたら何も入
力なしでそのままご視聴い
ただけます。

待機画面イメージ
yukako.yamaga@insmed.comまでメー
ルにて開催日前日までにご連絡をお願い
します。その後、視聴URLをご連絡させ
ていただきます。メールにてご提供いた
だいた個人情報は、インスメッド合同会
社のホームページ記載の「プライバシー
ポリシー」（https://insmed.jp/privacy/
）に則った目的にのみ利用させていただ
きます。
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